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震
生
湖
生
誕
100
年

整
備
急
務
　
観
光
資
源
に

市
長
は
曽
屋
地
区
に
捨
て
ら
れ
た

盛
り
土
を
除
去
し
住
民
の
命
を
守
れ

　令和３年７月28日に開催された「インハイ～一票に想いを乗せて＠高校生
議会」での提言を基に、学生団体Ｅ４から陳情が提出されました。
　それぞれの陳情が付託された常任委員会では、「子どもたちが共通の目標を
持って、自発的に活動ができる環境
づくりを応援することが、われわれ
市議会の役割である」などの意見が
あり、本会議において、賛成全員で
採択されました。

▼各採決の結果
　委員会　採　択（賛成全員）
　本会議　採　択（賛成全員）

盛り土による土砂災害への対策を
（曽屋地区の盛り土の様子）

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
施
策
に
つ
い
て

問　
対
象
が
狭
め
ら
れ
た
「
快
適
な
住

ま
い
づ
く
り
補
助
金
」
を
以
前
の
形
に

戻
す
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
建
築
事
業

者
の
支
援
を
強
化
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
経
済
を
守
る
た

め
、
適
時
、
適
切
な
独
自
支
援
を
行
う
。

二
　
曽
屋
地
区
に
捨
て
ら
れ
た
盛
土
等

の
除
去
に
つ
い
て

問　
静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石

流
の
原
因
が
盛
り
土
だ
っ
た
可
能
性
が

強
ま
り
、
安
全
対
策
が
問
わ
れ
る
。
中

野
自
治
会
か
ら
市
長
へ
曽
屋
地
区
内
に

捨
て
ら
れ
た
盛
り
土
の
除
去
や
既
存
擁

壁
の
か
さ
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
３
度
に

わ
た
り
要
望
が
出
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

答　
盛
り
土
の
除
去
は
で
き
な
い
。
か

さ
上
げ
は
構
造
と
状
況
を
確
認
し
た
い
。

三
　
千
村
森
林
改
良
事
業
等
か
ら
の
土

砂
流
出
に
つ
い
て

問　
豪
雨
に
よ
り
千
村
森
林
改
良
事
業

地
内
が
崩
れ
、
下
部
に
あ
る
秦
野
の
ホ

タ
ル
を
守
る
会
に
よ
る
蛍
の
育
成
地
が

ほ
ぼ
壊
滅
し
た
。
環
境
保
護
の
た
め
有

自
民
・
新
政
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

問　
市
内
感
染
者
は
連
日
20
人
超
報
告

さ
れ
て
い
る
。
①
県
内
検
査
陽
性
率
は
、

②
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
ど
う
か
。

効
な
対
策
を
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
蛇じ
ゃ
籠か
ご
に
よ
る
土
砂
流
出
予
防
を
事

業
者
に
指
導
す
る
ほ
か
、
市
道
か
ら
の

雨
水
越
流
も
影
響
し
て
お
り
処
理
可
能

な
道
路
構
造
を
担
当
部
署
で
協
議
す
る
。

四
　
矢や

つ
ぼ坪
沢
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
３
月
第
１
回
定
例
会
で

は
、
副
市
長
が
「
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
、
意
見
交
換
も
含
め
た
説
明
会
を
実

施
す
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
現
在
ま
で

の
６
カ
月
間
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
日
ま
で
説
明
会
は
開
催
で
き
て

い
な
い
が
年
内
を
目
標
に
調
整
し
た
い
。

答　
①
令
和
３
年
８
月
23
日
か
ら
29
日

ま
で
週
平
均
29
・
06
％
、
９
月
22
日
か

ら
28
日
ま
で
同
６
・
61
％
。
②
３
月
に

集
団
接
種
会
場
の
運
営
訓
練
を
し
、
５

月
23
日
に
65
歳
以
上
の
集
団
接
種
を
開

始
し
た
。
順
次
、
教
職
員
な
ど
の
接
種

を
進
め
、
10
月
中
に
希
望
す
る
12
歳
以

上
の
接
種
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
り
間
も
な

く
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
、
令
和
３
年

３
月
に
震
災
遺
構
の
価
値
が
認
め
ら
れ

国
登
録
記
念
物
と
な
っ
た
が
、
①
記
念

事
業
は
、
②
湖
畔
の
散
策
路
整
備
は
、

③
市い
ち
木き

沢
の
活
用
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
講
演
会
、
地
質
遺
産
の
特
徴
を

記
し
た
解
説
板
設
置
な
ど
、
地
元
団
体

生誕100周年を迎える震生湖の整備を

議
案
第
55
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
要
　
旨

　

秦
野
市
文
化
会
館
に
つ
い
て
、
新
た

に
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、
事

業
者
を
公
募
し
、
文
化
会
館
指
定
管
理

者
選
定
評
価
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
基
に
検
討
し
た
結
果
、
み
ん
な
の
文

化
会
館
は
だ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
指
定
管
理
者
の
公
募
に
お
い
て
、

４
者
か
ら
事
業
計
画
書
が
提
出
さ
れ
、

選
定
評
価
委
員
会
で
審
査
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
候
補
者
に
決
ま
っ
た
事
業
者

が
評
価
さ
れ
た
点
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
な

ど
、
現
在
の
文
化
会
館
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
項
目
の
配
点
を
大

き
く
し
た
上
で
採
点
し
た
結
果
、
選
定

し
た
事
業
者
は
、
特
に
地
域
情
報
誌
を

活
用
し
た
情
報
発
信
力
や
市
内
事
業
者

を
中
心
と
す
る
地
域
連
携
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

要
望　
制
度
移
行
後
の
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
つ
つ
、
基
本
的
に
は
市

が
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
実
際
の
改
修

に
当
た
っ
て
は
、
専
門
家
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
検
討
し

た
上
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

コ
ロ
ナ
禍
で
年
間
２
千
万
円
を
指
定

管
理
料
に
上
乗
せ
、
指
定
す
る
緊
急
性

は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

市
直
営
で
あ
っ
て
も
経
費
は
同
じ
で

あ
り
、
収
益
に
よ
っ
て
は
財
政
効
果
も

期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
56
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

令
和
４
年
４
月
か
ら
文
化
会
館・カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク・

お
お
ね
公
園
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

と
協
議
し
て
進
め
る
。
②
秦
野
市
側
は

整
備
進
行
し
て
い
る
が
、
中
井
町
側
も

協
力
体
制
で
進
め
て
い
く
。
③
学
習
教

材
と
し
て
価
値
も
あ
り
周
知
に
努
め
る
。

意
見　
地
元
も
協
力
姿
勢
の
た
め
、
市

も
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

三
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ

い
て

問　
①
本
市
の
調
査
結
果
の
状
況
は
、

②
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
令
和
元
年
度
と
比
較
し
国
語
は

全
国
平
均
に
近
く
な
り
、
算
数
・
数
学

は
前
回
並
。
②
学
校
で
の
感
染
症
対
策

と
授
業
改
善
の
両
立
は
難
し
く
、
結
果

へ
の
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

▼
要
　
旨

　

秦
野
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
（
文
化

会
館
、
図
書
館
な
ど
を
除
く
）
と
秦
野

市
立
お
お
ね
公
園
に
つ
い
て
、
新
た
に

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、
事
業

者
を
公
募
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
及

び
お
お
ね
公
園
指
定
管
理
者
選
定
評
価

委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
検
討

し
た
結
果
、
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
指
定
管
理
者
制
度
の
効
果
と
し
て
、

民
間
活
力
を
生
か
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
運
営

に
か
か
る
経
費
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ

る
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費
節
減
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
候
補
者
の
提
案
内
容
は
、
受
付
な

ど
の
運
営
経
費
や
施
設
の
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
は
現
在
の
直
営
と
同
じ
だ
が
、

市
職
員
の
人
件
費
に
当
た
る
部
分
を
中

心
に
削
減
す
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
い
て
は
自
主
事
業
の
充
実
な
ど

が
図
ら
れ
る
た
め
、
両
立
で
き
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

公
の
施
設
の
管
理
は
、
設
置
主
体
が

直
接
行
う
の
が
地
方
自
治
法
の
本
旨
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

提
案
の
あ
っ
た
事
業
者
に
よ
る
自
主

事
業
の
実
現
に
向
け
、
厳
し
く
交
渉
す

る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

令３陳情第９号

 
令３陳情第10号

11号

学生団体“Ｅ４”からの陳情を賛成全員で採択
　議会内の役職が変わりました　 議会役職構成一覧

（◎委員長　○副委員長）
議　　　長 　小菅　基司
副　議　長 　谷　　和雄

常
任
委
員
会

総　　務（８人） ◎相原　學　○原　　聡　木村眞澄　露木順三
　谷　和雄　　山下博己　高橋文雄　大野祐司

文教福祉（８人） ◎野々山静香　○中村英仁　伊藤大輔　佐藤文昭
　川口　薫　　風間正子　阿蘇佳一　諸星　光

環境都市（７人） ◎福森真司　○八尋伸二　吉村慶一　古木勝久
　今井　実　　横山むらさき　横溝泰世

予算決算（23人）
（議長を除く全議員）

◎谷　和雄
○相原　學（総務常任委員会委員長）
○野々山静香（文教福祉常任委員会委員長）
○福森真司（環境都市常任委員会委員長）

議会運営委員会（９人）
◎川口　薫　○福森真司　相原　學　今井　実
　佐藤文昭　　野々山静香　原　　聡　山下博己
　横溝泰世

議会報編集委員会（11人） ◎小菅基司　○谷　和雄　及び議会運営委員会委員
秦野市伊勢原市環境衛生組合

議会議員（６人）
　中村英仁　野々山静香　福森真司
　風間正子　高橋文雄　　阿蘇佳一

監査委員（１人） 　横溝泰世
金目川水害予防組合議会議員（１人） 　佐藤文昭

クアーズテック秦野カルチャーホール
（秦野市文化会館）

おおね公園

カルチャーパーク

児童・生徒が、他者との協調性や多様性を理解すること
の大切さを学ぶために市内の学校間交流の環境づくりを
求める陳情
 若者の地元愛の醸

じょうせい
成を図るために、時代に合った情報発

信の充実につながるＰＲ方法や魅力を身近に感じるため
の環境づくりを求める陳情




